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遠 山 敦 久
結晶が成長する過程で,環境相にある原子 ･分子がいかにして結晶相-取り込まれていくか,
またその逆の過程で,結晶相にある原子 ･分子がいかにして環境相に解け出していくかを調べ
ることは結晶成長を議論する上で重要な問題である｡
この現象が実際起こっている固液界面をラマン散乱分光法を用いて観察するために,新しい
光学系,界面を実際に作り出す CrystalGrowthApparatusの製作,さらに,測定システム
の改良を行った｡
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